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　板野町では、町民の皆様と協働でまちづくりを行うため、町の情報を積極的に公開

しており、その１つとして予算書、決算書の概要版を作成しています。

　本書は、「第５次板野町振興計画」に掲げる６つの施策の柱に基づいて構成してい

ます。この施策の柱ごとに、板野町が平成２９年度にどのような事業を行い、どれだ

けのお金を使ったのかを、できるだけわかりやすく紹介しています。

　この冊子をとおして、板野町の財政状況について皆様のご理解が深まるきっかけと

なれば幸いです。

～ は じ め に ～

板野町では「安心なまち・子どもが輝くまち・交流のまち いたの」を将来像として、まちづくり

を進めています。この将来像の実現に向けて、６つの施策の柱を定めています。

第５次板野町振興計画における将来都市像

学びと文化が香る
まちづくり

協働による
まちづくり

人・もの・情報が集う
都市基盤づくり

安全で美しい
田園空間づくり

連携強化による
産業づくり

みんなで支え合う安心な
暮らしの仕組みづくり
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～　も　く　じ　～



　平成２９年度の板野町各会計の決算が、板野町議会９月定例会において認定

されましたので、決算の概要及び財政状況についてお知らせいたします。
（※ １万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。)

　一般会計の歳入は、前年度に比べ３億９,５４８万円増の６０億９,２３５万円

となり、このうち主な自主財源である町税は１５億９,１７７万円でした。

　一方、歳出は、前年度に比べ１億９,８５４万円増の５５億５,９２６万円とな

りました。

　歳入決算額から歳出決算額を差し引いた「歳入歳出差引額」は５億３,３０９

万円の黒字となり、これから翌年度に持ち越した事業の支払いに使う繰越財源

２,６１１万円を差し引いても５億６９８万円の黒字となるため、健全な財政運

営が行われているということができます。

　特別会計及び公営企業会計においても、概ね黒字を堅持していますが、国民

健康保険事業会計については３年連続での赤字決算となり、厳しい財政運営を

強いられています。

(単位：万円)

◆企業会計 (単位：万円)

※公共下水道事業は公営企業法非適用のため、企業会計ではなく特別会計として計上しています。

水　道　事　業
収益的収支 25,440 22,727 2,713 

資本的収支 16,588 16,588 0 

実質収支額 116 8,472 729 0 

区 分 収入 支出 差引

歳入歳出差引額 116 8,472 729 1 

翌年度への
繰越財源

0 0 0 1 

歳　入　総　額 16,151 127,707 1,868 36,899 

歳　出　総　額 16,035 119,235 1,139 36,898 

実質収支額 50,698 97 0 △ 3,390 

区 分
後期高齢者医療
特別会計

介護保険事業
特別会計

介護サービス事業
特別会計

公共下水道事業
特別会計

歳入歳出差引額 53,309 97 0 △ 3,390 

翌年度への
繰越財源

2,611 0 0 0 

歳　入　総　額 609,235 1,031 481 160,580 

歳　出　総　額 555,926 934 481 163,970 

決算状況

区 分 一般会計
住宅新築資金等
貸付事業特別会計

奨学金貸与事業
特別会計

国民健康保険事業
特別会計

まずは、各会計の決算状況について

報告してみよか～！

－1－



平成２９年度一般会計決算概要
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入ったお金

60.9億円

使ったお金

55.6億円

余ったお金

5.3億円

○平成２９年度 一般会計決算収支の状況

町税や地方交付税など「入ったお金」60.9億円

に対して、福祉や教育、道路整備など町の仕事

に「使ったお金」は 55.6億円やけん、差し引き

5.3億円の『黒字』だったんでよ！

0

1

2

3

4

5

6

（億円）

○余ったお金の使い道

0.1億円

0.2億円

3.0億円

2.0億円

Ｑ1-2 余ったお金はどうするん？
去年と比べてどんなん？

ほな次は、一般会計の決算概要について

報告してみるでよ～！

Ｑ1-1 平成２９年度の決算は
黒字だったん？赤字だったん？

○余ったお金の対前年度比

0
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4

6

（億円）

平成28年度

余ったお金

3.4億円

平成29年度

余ったお金

5.3億円

差し引き

＋2.9億円

余ったお金は次の年度で行う

事業の支払いに使ったり、災害

時など緊急の支払いに使う貴重

な財源になるんじゃ。

また、将来行う事業の財源と

するためや、想定外の多額の支

払いが発生したことによる財源

不足となった場合に備えるため

に、基金への積み立てもしよる

んでよ。まぁ、一般家庭でいう

たら「貯金」みたいなもんじゃ

なぁ。

余ったお金を去年と比べたら、

2.9億円増えたんじゃ。

これは、町内の会社の業績が

回復したけん、法人町民税の収

入が増えたことと去年からの繰

越金が増えたことが主な要因な

んじゃ。

29年度から30年度へ持ち
越した事業に使うお金

30年度中に緊急で行う
事業に使うお金

減債基金やその他の基金
へ積立て(貯金)

30年度ですでに使うことと

していたお金

－2－



平成２９年度一般会計決算概要

Ｑ2 どんな目的で、
どんなことに対して

どんだけの額を使うたん？

歳出

55.6億円

議会費

0.8億円

1.4％

総務費

10.7億円

19.3％

民生費

19.7億円

35.4％
衛生費

5.3億円

9.5％

土木費

5.3億円

9.5％

教育費

5.7億円

10.3％

公債費

4.1億円

7.4％

災害復旧費

0.1億円 0.1％

消防費

2.1億円

3.8％

商工費

1.0億円

1.9％

農林水産業費

0.8億円 1.4％

○平成２９年度「目的別」歳出の状況

歳出

55.6億円

人件費

9.7億円

17.4％

公債費

4.1億円

7.4％

補助費

繰出金

貸付金等

13.3億円

24.0％

物件費

10.2億円

18.4％

扶助費

8.3億円

14.9％

積立金

4.3億円

7.7％

普通建設事業費

5.4億円

9.7％

維持補修費

0.2億円

0.4％

義務的経費

22.1億円

39.7％

その他の経費

28.0億円

50.5％

投資的経費

5.5億円

9.8％

災害復旧事業費

0.1億円 0.1％

○平成２９年度「性質別」歳出の状況

0 10 20 30 40 50 60

H29

H28

（億円）

人件費

9.7億円

人件費

10.0億円

扶助費

8.3億円

公債費

4.1億円

物件費

10.2億円

維持補修費

0.2億円

補助費・繰出金

貸付金等

13.3億円

積立金

4.3億円

投資的経費

5.5億円

扶助費

8.0億円

公債費

5.2億円

物件費

10.3億円

維持補修費

0.2億円

補助費・繰出金

貸付金等

13.7億円

積立金

2.8億円

投資的経費

3.4億円

○「性質別」歳出の対前年度比

子どもやお年寄り、障害

者に対する福祉関係などの

支出である「民生費」が約

２０億円と、全体の約４割

を占めとんでよ。
また、地方創生関連事業

や道の駅整備事業で「総務
費」が昨年度から約１.5億
円増加した反面、「公債
費」は約１.１億円の減少
となったんじゃ！

義務的経費は公債費の減額
で、前年度より１.１億円減っ
たんじゃ。

ほなけど、保育園の調理室
新築工事や老人憩いの家の耐
震改修工事で、投資的経費が
２.１億円も増えたんじゃ。

また、その他の経費の内、
積立金も１.５億円増えとんよ。

歳出合計

53.6億円

歳出合計

55.6億円

－3－












